
CFOの岡﨑です。

私から、2019年８月期第３四半期の業績、および

通期の業績見通しについてご説明いたします。





2019年８月期９ヶ月累計の連結業績は、計画通りの増収増益、

過去最高の業績を達成いたしました。

なお、第３四半期３ヶ月間では、

売上収益は5,551億円、前年同期比7.3％増、

事業そのものの収益を示す事業利益は772億円、同9.8％増、

営業利益は747億円、同9.3％増と、ほぼ計画通りの増収増益でした。



まず、９ヶ月累計の連結損益計算書のポイントをご説明いたします。

売上収益は、海外ユニクロ事業とジーユー事業が大幅な増収となったことから、

前年同期比1,187億円の増収となりました。

売上総利益率は、ジーユー事業で4.9ポイント改善した一方で、

国内ユニクロ事業で2.4ポイント、海外ユニクロ事業で0.7ポイント低下したことにより、

同0.9ポイント低下しております。

売上高販管費率は、ジーユー事業で0.3ポイント、海外ユニクロ事業で

0.1ポイント改善した一方で、国内ユニクロ事業で0.9ポイント上昇したことにより、

同0.1ポイント上昇いたしました。

事業利益は2,505億円と、同0.7％減となりました。

その他収益・費用の合計は、28億円のマイナスと、

前期の134億円のマイナスに比べ、大幅に改善しております。

この結果、営業利益は2,476億円、同3.7％増となりました。



次に、金融損益はネットで４億円のマイナスとなっております。

この結果、税引前四半期利益は2,472億円と同4.1％増、

親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,586億円、同7.0％増となりました。



６ページのスライドは、セグメント別の業績です。

各セグメントの第３四半期３ヶ月間の詳細については、次のスライドからご説明

いたします。



まず、国内ユニクロ事業の第３四半期３ヶ月間の業績ですが、

売上収益は前年同期比0.5％減、営業利益は同7.5％減と、

減収減益となりました。

前年の第３四半期の業績が好調だったこと、感謝祭を６月に後ろ倒す予定だったことから、

計画段階より、減収減益を見込んでいたため、これはほぼ計画通りの業績となっております。



まず、第３四半期３ヶ月間の既存店売上高は、前年同期比0.1％の減収となりましたが、

これはほぼ計画通りの水準となっております。

この３ヶ月間では、スウェット、ＵＶカット、レギンス、Ｔシャツなどの販売が

好調に推移いたしました。

ただし、感謝祭の開催日４日間のうち３日間を、例年の５月から６月へ

後ろ倒したことにより、商売規模の大きな５月の既存店売上高が減収となり、

３ヶ月間の既存店売上高は若干の減収となりました。

３ヶ月間のＥコマース売上高は190億円、同16.1％増収となりました。

感謝祭の後ろ倒しの影響により、伸び率が低くなっておりますが、ほぼ計画通りの

順調な販売となっております。

第３四半期のＥコマース売上構成比は前年同期の7.8％から9.1％に上昇いたしました。

なお、６月の既存店売上高は、同27.3％増の高い伸び率となっており、このうち、

Ｅコマースの販売は７割増収と好調でした。

これは、感謝祭の後ろ倒しの影響に加え、夏物商品の販売が好調だったことに

よります。



次に、国内ユニクロ事業の第３四半期３ヶ月間の売上総利益率ですが、

48.9％と、前年同期比0.3ポイント低下いたしました。

これは、計画を若干下回る水準です。

社内の為替レートは、この春から円高に転じており、原価率は改善いたしました。

しかし、この春から在庫水準の適正化をさらに強化し、動きの鈍い春夏商品の

在庫処分を早めたことから、値引率は計画以上に拡大いたしました。

これにより、３ヶ月間の粗利益率は前年同期比で低下いたしましたが、

５月末の在庫は、より健全化を図ることができ、金額ベースでも前年同期比で

削減することができました。



次に、第３四半期３ヶ月間の販管費ですが、金額ベースでは計画より

若干削減することができております。

ただし、売上高販管費率は35.0％と、前年同期比0.7ポイント上昇しております。

売上高販管費率が前年同期比で上昇した理由は、

物流費の増加と、感謝祭の後ろ倒しの影響によるものです。

物流費比率が、同0.5ポイント上昇した理由は、

上期末の冬物在庫が前年より増えたこと、春夏商品の値引販売が増加し、

物量が増えたため、倉庫費や配送費が計画より増加したためです。

なお、Ｅコマースの配送費は売上増に伴って増加しましたが、

有明倉庫の自動化の効果により、１件あたりのコストは低下し、効率化が進んでおります。

広告宣伝費比率は同0.4ポイント上昇いたしました。

これは、主に、ゴールデンウィーク10連休のチラシやＴＶＣＭなど、マーケティングを

強化したことによります。

一方、人件費比率は、同0.2ポイント改善いたしました。

これは、ＲＦＩＤの活用などにより店舗業務が改善し、生産性が向上したためです。



次に、海外ユニクロ事業についてご説明いたします。

第３四半期３ヶ月間の売上収益は前年同期比15.3％増、営業利益は同14.9％増と、

計画通りの増収増益を達成いたしました。

収益面では、粗利益率が計画を若干下回り、1.2ポイント低下いたしました。

これは、前年のハードルが高かったことに加え、動きの鈍い春夏商品の在庫処分を

早期に実施したことから、値引率が拡大したためです。

一方で、経費比率は1.1ポイント改善いたしました。各地域での経費コントロールの

強化や、店舗における生産性の向上により、比率、金額ともに計画以上に削減できて

おります。

地域別では、グレーターチャイナ、東南アジア・オセアニア地区が２桁の増収増益と、

計画を上回る好調な業績で、全体をけん引しております。

前年のハードルが高かった韓国は、若干の減益、

天候不順や政情不安の影響を受けた欧州は、減益となりました。

米国は赤字幅が縮小いたしましたが、計画に対しては下振れとなっております。

地域別の詳細は、次のスライドでご説明いたします。



まず、グレーターチャイナ全体の業績ですが、香港、台湾は減益だったものの、

中国大陸の業績が好調で、計画を上回り、引き続き２桁の増収増益を達成

いたしました。

中国大陸の営業利益は、計画を上回り、前年同期比で20％を超える増益となり、

引き続き好調となっております。

第３四半期３ヶ月間の既存店売上高は計画を上回る増収と、増収トレンドが

継続しております。特にＵＶカット群、ＵＴ、ジョガーパンツといった

夏物商品の販売が好調に推移いたしました。

また、Ｅコマース販売も約30％の増収と、好調な販売が続いております。

収益面では、売上が好調だったことにより、粗利益率は若干改善、経費比率も

改善いたしました。

次に韓国ですが、計画を下回り、若干の減益となりました。

３月、４月に気温が低く推移したことにより、既存店売上高は減収となりました。

売上が計画を下回り、春物商品の値引きを強化したことに加え、前年のハードルが

高かったことで、粗利益率は低下いたしました。



東南アジア・オセアニア地区は、計画を上回り、２桁の増収増益となりました。

Ｔシャツ、ポロシャツ、ショートパンツといった夏物商品の販売が好調で、

東南アジア・オセアニア地区全体の既存店売上高は、計画を上回り、２桁増収を

達成いたしました。

特に、タイ、インドネシアが計画を大幅に上回っております。

収益面では、粗利益率は低下しておりますが、これは、前年のハードルが高かったこと、

春夏商品の在庫処分を早めに実施したことによります。

一方で、１店舗あたりの売上が増加したことに加え、経費削減の効果により、

経費比率は改善いたしました。

次に北米ですが、米国は第３四半期３ヶ月間での赤字幅が前年同期比で縮小したものの、

計画を下回る結果となりました。

気温が例年以上に低く推移し、春夏商品の販売に苦戦したことにより、既存店売上高は、

計画を下回り、減収に転じております。

一方で、Ｅコマース販売は、引き続き２桁増収と、高い伸び率が続き、売上構成比は

20％強となっております。５月末の店舗数は51店舗と、前年同期末比で４店舗増加した

ため、米国全体の売上は増収となりました。

収益面では、経費削減の効果により、経費比率が改善いたしました。

欧州は増収、営業利益は計画を下回り、減益となりました。

営業利益が減益となった要因は、フランス、英国、ドイツなどで、天候不順や政情不安の

影響により、春夏商品の販売が苦戦したことによります。

ただし、ロシア事業は、既存店売上高が２桁増収、営業利益が増益と、好調な業績が

継続しております。



次に、ジーユー事業ですが、第３四半期３ヶ月間の売上収益は、前年同期比12.1％増、

営業利益は同105.8％増と、営業利益は、計画を上回り、倍増いたしました。

９ヶ月累計でも同74.5％増と、利益が大きく回復しております。

春夏の商売も引き続き、品番数を絞り、マストレンドにフォーカスした商品構成にしたことで、

第３四半期３ヶ月間の既存店売上高は、計画通りの増収トレンドが継続しております。

特に、トレンドのオーバーサイズＴやスウェットは数百万点の販売を記録し、計画を上回る

大ヒットとなりました。この他、ワンピース、スカート、マシュマロパンプス、サンダルなども

好調な販売となっております。

収益面では、粗利益率が前年同期比8.0ポイント上昇と、大幅に改善いたしました。

これは、原価率が大幅に改善したこと、値引率が低下したこと、前年のハードルが

低かったことによります。

原価率が大幅に改善した要因は、早期発注や素材を集約した効果によります。

また、値引率が低下した要因は、２月末までに冬物処分を終わらせたことにより、

春の商売が順調に立ち上がったことに加え、第３四半期３ヶ月間の販売が

好調だったためです。



次に、グローバルブランド事業についてご説明いたします。

第３四半期３ヶ月間の売上収益は、前年同期比1.1％減、営業利益は同29.0％減と、

減収減益となりました。売上、営業利益ともに計画を下回る水準です。

事業別では、セオリー事業は増収、営業利益は計画を若干下回り、前年並み

となりました。これは、天候不順の影響により、春物商品の販売に苦戦し、値引率が

拡大したことによります。

プラステ事業は増収、若干の増益となりました。

第３四半期３ヶ月間では、特にウィメンズのジャケット、パンツの販売が好調でした。

コントワー・デ・コトニエ事業とプリンセス タム・タム事業は、販売不振が続いており、

値引販売が増加した結果、赤字幅が計画以上に拡大いたしました。



16ページのスライドは、2019年５月末のバランスシートの概要です。

詳細については、次のスライドでご説明いたします。



資産の大半を占める流動資産が、前年同期末比3,071億円増加した主な要因を

ご説明いたします。

まず、現金及び現金同等物は、同2,467億円増加いたしました。

これは、2018年12月に300億円の社債を償還した一方で、2018年６月に

2,500億円の社債を発行したこと、営業キャッシュ・フローが増加したことなどによります。

次に、棚卸資産は、同408億円増加しております。これは、前期末に実施した

国内ユニクロ事業、ジーユー事業における、在庫の計上タイミングの変更に

伴う影響が合計595億円含まれているためで、この影響を除くと、実質的には

同187億円の減少となります。

各セグメントの内訳としては、国内ユニクロ事業で46億円、海外ユニクロ事業で73億円、

ジーユー事業で56億円、グローバルブランド事業で12億円の減少となっております。

ユニクロ事業では、この春から在庫水準の適正化をさらに強化し、

動きの鈍い春夏商品の在庫処分を早めたことで在庫が減少いたしました。

ジーユー事業は、販売が好調なことに加え、早期に在庫処分を進めるなど、在庫管理が

改善しております。



次に、第３四半期累計のキャッシュ・フローですが、

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,862億円の収入、

投資活動によるキャッシュ・フローは、735億円の支出、

財務活動によるキャッシュ・フローは、947億円の支出となった結果、

2019年５月末における現金及び現金同等物の期末残高は１兆1,050億円と

なりました。



次に、2019年８月期の通期業績予想について、ご説明いたします。

売上収益は２兆3,000億円、営業利益は2,600億円、親会社の所有者に帰属する

当期利益は1,650億円と、過去最高の業績を見込んでおります。

第３四半期９ヶ月累計では、国内ユニクロ事業、海外ユニクロ事業はほぼ計画通りの

業績となっております。

グローバルブランド事業の業績は計画を下回りましたが、ジーユー事業が計画を

上回る業績となったことから、連結ベースでは、ほぼ計画通りの進捗となっております。

このため、通期の業績予想は、４月に発表した直近予想から変更しておりません。

ただし、為替動向が不透明なことから、金融収益・費用における為替の前提は、

５月末の為替レート１ドル109円に変更しております。



次に、セグメント別の業績予想について、ご説明いたします。

まず、海外ユニクロ事業の第４四半期は、大幅な増収増益を見込んでおります。

グレーターチャイナ、東南アジア・オセアニア地区は増収増益と好業績が継続する

見込みです。

韓国は、情勢が不透明ではあるものの、現時点では、第４四半期は若干の増収増益を

予想しております。

欧州は事業規模が小さいため、第４四半期は赤字となる見込みですが、

赤字幅は前年同期比で縮小する予想です。

米国は、第４四半期の赤字幅は縮小することを見込んでおりますが、第３四半期３ヶ月間の

業績が計画を下回ったため、通期では、若干の赤字となる見込みです。

これらの結果、海外ユニクロ事業は、下期、通期ともに、大幅な増収増益を

見込んでおります。

国内ユニクロ事業の第４四半期は、大幅な増収増益を見込んでおります。

これは、感謝祭が６月に後ろ倒しとなったことにより、６月の売上、営業利益が、

前年同期比で大幅に増加すること、動きが鈍い春夏商品の売価変更を早めに

行ったことで、第４四半期は在庫処分による値引販売が減少し、粗利益率が

大幅に改善するためです。

また、第４四半期は経費比率が大幅に改善する予想です。

感謝祭の後ろ倒しに伴う売上増で、経費比率が低下することに加え、ＲＦＩＤの

活用による店舗業務の生産性の向上や、委託費の削減を見込んでおります。

これに加え、前期の第４四半期は、春夏商品の販売に苦戦し、営業利益が赤字と、

ハードルが低いため、今期の第４四半期３ヶ月間では、大幅な増益を見込んで

おります。

この結果、国内ユニクロ事業の下期は、大幅な増収増益、

通期では、上期の減益幅が大きかったことから、増収減益となる見込みです。



ジーユー事業は、第４四半期も好調な売上トレンドが継続し、収益性も大幅に

改善する見込みです。

６月の既存店売上高は増収と、夏物商品の販売が好調に推移しております。

第４四半期の粗利益率も第３四半期と同様に、大幅に改善する見込みです。

通期では、大幅な増収増益、過去最高の業績を達成する予想です。

グローバルブランド事業の第４四半期は、増収増益を見込んでおります。

通期では、売上は前年並み、営業利益は昨年の減損損失の反動により、

増益となる見込みです。

最後に配当金ですが、すでに実施した１株当たり中間配当金240円と、

期末配当金240円をあわせて、年間配当金480円、前期比40円の増配を

予定しております。

以上で、私からの説明を終わります。ありがとうございました。








